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産
前
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ア
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動
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績

月
日

活
動
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動
場
所

4月
13
日

5月
11
日

6月
27
日

7月
28
日

8月
24
日

9月
11
日

9月
24
日

9月
29
日

10
月
6日

10
月
20
日

11
月
8日

11
月
29
日

12
月
16
日

1月
9日

2月
14
日

3月
29
日

20
24
年
度

青
空
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル

は
る
農
園

み
ん
な
の
お
に
わ

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
×バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル

団
体
メ
ン
バ
ー
宅
　
ガ
ー
デ
ン
ゲ
ー
ト
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
中
央

第
2回
　
食
養
ラ
ン
チ
と
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
教
室
【
協
賛
】

団
体
メ
ン
バ
ー
宅
（
の
り
さ
ん
ち
）

骨
盤
補
正
×バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
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活
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ン
タ
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バ
ラ
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ボ
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ベ
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第
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と
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
教
室
【
協
賛
】

団
体
メ
ン
バ
ー
宅
（
の
り
さ
ん
ち
）

青
空
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル

北
総
花
の
丘
公
園

青
空
バ
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ス
ボ
ー
ル

は
る
農
園

み
ん
な
の
お
に
わ

青
空
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
運
動

北
総
花
の
丘
公
園

ま
ん
ぼ
★
ぽ
あ
同
窓
会
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル

牧
の
原
交
流
セ
ン
タ
ー

子
育
て
マ
マ
BA

LA
BO

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
活
動
室

第
4回
　
食
養
ラ
ン
チ
（
お
せ
ち
作
り
）
と
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
教
室
【
協
賛
】

団
体
メ
ン
バ
ー
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（
の
り
さ
ん
ち
）

新
年
　
６
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分
オ
ン
ラ
イ
ン
レ
ッ
ス
ン
＆
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流
会

オ
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イ
ン
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体
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ニ
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丘
公
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（
雨
天
の
た
め
室
内
開
催
）
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20
23
年
度
残
高

¥4
9,
52

6

参
加
費

施
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使
用
料
材
料
費
補
助
外
部
講
師
料

講
師
料

サ
ポ
ー
ト
料

交
通
費

購
入
品

印
刷
代

残
高

20
24
年
度

青
空
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル

20
組
45
名

¥3
,3
00

¥3
,5
00

¥3
,0
00

¥1
00

¥4
6,
22

6

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
×バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル

2組
6名

¥2
,5
00

¥1
,6
00

¥3
,0
00

¥1
,0
00

¥4
3,
12

6

第
2回
　
食
養
ラ
ン
チ
と
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル

5組
10
名

¥1
,0
00

¥1
20

¥4
2,
00

6

骨
盤
補
正
×バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル

¥8
,7
00

¥6
,0
00

¥6
,0
00

¥3
,0
00

¥1
00

¥3
5,
60

6

バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
交
流
イ
ベ
ン
ト

4組
8名

¥3
,6
00

¥6
,0
00

¥1
,0
00

¥3
2,
20

6

子
供
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
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（
印
西
市
社
会
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祉
協
議
会
）
依
頼
イ
ベ
ン
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名

¥5
,0
00

¥3
,0
00

¥2
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00

¥3
2,
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6

第
3回
　
食
養
ラ
ン
チ
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バ
ラ
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ボ
ー
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¥2
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6

青
空
バ
ラ
ン
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ボ
ー
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¥2

,6
00

¥2
,6
00

¥3
,0
00

¥2
6,
20

6

青
空
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル

7組
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¥1
,8
00

¥2
,0
00

¥2
,8
00

¥2
,0
00

¥2
1,
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6

青
空
バ
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ン
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ー
ル
運
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¥3

,6
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,5
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¥2
,2
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1,
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,0
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7,
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1

子
育
て
マ
マ
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BO

3組
¥3

,0
00

¥3
,0
00

¥1
7,
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1

第
4回
　
食
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ラ
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チ
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せ
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り
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と
バ
ラ
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ス
ボ
ー
ル
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¥9

00
¥1
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1

新
年
　
６
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分
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ン
ラ
イ
ン
レ
ッ
ス
ン
＆
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分
交
流
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4名
¥2

,5
00
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,5
00

¥1
7,
79

1

バ
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タ
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ン
♡
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ラ
ン
ス
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ー
ル
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（
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00

¥3
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,5
00
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2,
55

1

青
空
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
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3名
¥1

,1
00

¥3
,0
00

¥7
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¥9
,9
01

20
24
年
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¥9
,9
01
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名
（
大
人
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子
供
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）
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13
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5月
11
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6月
27
日

7月
28
日

8月
24
日

9月
11
日

9月
24
日

9月
29
日

10
月
6日

10
月
20
日

11
月
8日

11
月
29
日

12
月
16
日

1月
9日

2月
14
日

3月
29
日
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事業計画書 

R6.4.1～ R7.3 .31  

実施日 

（期間） 
実施場所 実施内容 参加人数 

４月 20 日  

５月 1８日 

５月 1８日 

６月 2２日 

７月 15 日 

8 月 17 日 

8 月 17 日 

８月 27 日 

9 月 28 日 

10 月 26 日 

10 月 26 日 

11 月 11 日 

11 月 23 日 

12 月 21 日 

12 月 21 日 

１月 1１日 

１月 25 日 

２月 18 日 

３月 15 日 

３月 15 日 

3 月 27 日  

木刈フレンドリープラザ 

原山サザンプラザ 

原山サザンプラザ 

印西市総合福祉センター 

牧の原地域交流センター 

地域交流館(食中毒予防にて秋に延期) 

地域交流館(食中毒予防にて秋に延期 ) 

印西総合病院 

イオンモール千葉ニュータウン店

地域交流館 

地域交流館 

愛の家 

印西市総合福祉センター 

船穂コミュニティーセンター  

船穂コミュニティーセンター  

印西市総合福祉センター 

特別養護老人ホームアマポーラ  

牧の原地域交流センター 

地域交流館 

地域交流館 

イオンモール千葉ニュータウン店

介護者同士の相談会  

料理教室 

ケアラーズカフェ

介護者同士の相談会  

介護者同士の相談会  

料理教室 

ケアラーズカフェ

滝野中学校音楽部と演奏  

アルツハイマー啓発イベント

料理教室 

ケアラーズカフェ

市内バンドと演奏会  

介護者同士の相談会  

料理教室 

ケアラーズカフェ

多世代交流会 

介護者同士の相談会  

介護者同士の相談会  

料理教室 

ケアラーズカフェ

ヤングケアラー啓発講座

20 人 

20 人 

20 人 

20 

20 人 

20 人 

20 人 

50 人 

500 人 

25 人 

25 人 

50 人 

20 人 

25 人 

25 人 

30 人 

20 人 

20 人 

25 人 

25 人 

25 人  
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令和７年２月１０日 

2024年度助成事業状況報告書(2025年度助成申請団体用) 

団体名  印西介護リアン 

(１)2024 年度助成事業の実施期間

令和６年４月１日～令和７年３月３１日〈12 か月〉

〈２)2024 年度助成事業の活動状況について 

助成に基づく事業活動の概要と活動実績(実施日、活動内容、活動場所、参加者数等)についてご記入ください。

４月２０日「介護者同士の相談会」 木刈フレンドリープラザ 参加 12 名 

５月１８日「料理教室＆ケアラーズカフェ」 原山サザンプラザ 参加 24 名 

６月２２日「介護者同士の相談会」 印西総合福祉センター参加 9 名 

７月１５日「介護者同士の相談会」 牧の原地域交流サンタ―参加 11 名 

※8 月「料理教室＆ケアラーズカフェ」 猛暑にて食中毒懸念の為中止

9 月 28 日アルツハイマー月間啓発イベント「介護のお困り事解決しませんか？」 

医療、看護、介護、理学療法士、作業療法士、歯科、オムツメーカー，宅配食、

介護用品、脳活性アート、介護ロボットのそれぞれのブースを作り介護者の悩み

を解決できる場所を提供。更に、同日介護者の生の声から実際の困りごとに役立

つ講座を６講座開催。周知が思っていたよりうまくいかず、イオンホール参加者

100 名にて終了した。しかし、参加された方々からはアンケートに掲載されてい

たりお礼の連絡が入った為機会が頂ければ第 2 回を開催したいと考えている。 

 (千葉銀街づくりファンド助成対象外イベント) 

10 月 14 日イベント「懐かしの名曲音楽会」グループホーム愛の家にてカラフ

ルスタイルさんをお繋ぎし、ボランティアにて参加

10 月 19 日「介護者同士の相談会」 印西総合福祉センター 参加５名

11 月 16 日「料理教室＆ケアラーズカフェ」 船穂コミュニティセンター 参加

8 名

12 月 21 日「介護者同士の相談会」 牧の原地域交流センター参加３名

１月９日イベント 「癒しのカフェ」 地域密着型特養老人ホームアマポーラ

目指している地域での居場所が出来た為、こちらを足掛かりとし 4 月より

開催を決定。参加人数６0 名(千葉銀街づくりファンド助成対象外イベント) 

１月 18 日「料理教室＆ケアラーズカフェ」 印西総合福祉センター参加 11 名 

2 月 15 日「介護者同士の相談会」 木刈フレンドリープラザ 予定 

3 月 6 日「認知症サポーター養成講座」 地域密着型特養老人ホームアマポーラ 

予定 
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3 月 22 日「料理教室＆ケアラーズカフェ」 印西総合福祉センター 予定 

※参加人数は介護者兼スタッフもいる為、スタッフ・講師も含む人数

介護者同士の相談会も料理教室＆ケアラーズカフェも好評いただいていること

から 4 月からも継続を決定。 

来年度(2025 年度)の課題 

2024 年度の助成に基づく事業活動状況を踏まえて、来年度に取り組むべき課題についてご記入ください。 

今期の三本柱として 

１．1 月に開催されたイベントがヒントとなり、「癒しのカフェ」を 4 月より

月 2 回開催する。特養老人ホームアマポーラの一角をお借りし，管理栄養士監

修のバランス食と脳活性に良いと言われるマッサージをテーマとし、地域の居

場所作りを目指す。1 月のイベントでは、介護家族・介護従事者・独居高齢

者・地域住人・介護当事者が自然にその場にいる事が出来、短時間、介護当事

者を見守る事が出来る居場所になった。更に、介護の即戦力ともいえる介護

者・介護離職者の雇用の場になると考える。介護当事者対称；介護３まで歩け

る方、もしくは車椅子の方。介護当事者の見守りが出来れば、介護者家族は近

くの病院、日用品の買い物、郵便局などに行くことができ、また、短時間当事

者と離れることにより冷静な自分を取り戻し、うまく在宅介護を継続する事が

出来ると予想される。 

２，「料理教室＆ケアラーズカフェ」継続開催 

管理栄養士の元、簡単でバランスの良いお料理を習い、午後はまったりとし

た空間で談笑しながら食事を頂く。日頃の介護疲れやストレス発散の場として

開催。 

３、介護で家を空けられない人や仕事で参加ができない方向け 

「介護者同士の相談会」オンライン化 

スマホ講座を開催し基本的な zoom のやり方、又 LINE グループなどの

使い方などを教わる。このことにより地域での繋がりが出来、災害時や徘徊な

どで行方不明者などの捜索の場として活用できる。介護者家族はある決めごと

をし(任意)例えば捜索依頼後１５分経過しても情報がない場合速やかに警察に

連絡するなどを決めることにより家族の背中を押すことが出来、結果、迅速対

応となり大事にならず一人でも多くの命が助かると考える。 
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癒しのカフェも登録制の為、連動することにより地域での繋がりが広が

ると予想される。 
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⼀般社団法⼈ＳＯＤＯ 

令和６年度事業報告 

1. 概要
設⽴２年⽬となる令和６年度は、⽀援事業として、MS&AD グループのグリーンアースプロジ

ェクトの実施⽀援を⾏うとともに、SIP でのグリーンインフラ研究メンバーに継続的に参画した。 
また、共益的な事業内容に該当するが、委託事業による対応が必要になったことから、収益事

業開始の届出を⾏い、収益事業を開始した。

2. 社員総会
・定時社員総会（令和 6 年 6 ⽉ 1 ⽇）

内容は議事録記載の通り。

3. ⾮収益事業（共益的事業）
令和６年度に実施した事業は次のとおりである。

(1) 各種⽀援等
1) 地域と企業による連携構築・活動⽀援

ＭＳ＆ＡＤグループによる、⾃然環境の保全・再⽣や環境負荷低減、 防災・減災、地⽅創⽣
をテーマとした「ＭＳ＆ＡＤグリーンアースプロジェクト」の実施⽀援を⾏った。

ＭＳ＆ＡＤグリーンアースプロジェクトでは、⽇本全国で３つのプロジェクトを進めており、
そのうち、「印旛沼流域『美しい⾥⼭と健全な⽔循環プロジェクト』」では、ＮＰＯ法⼈⾕⽥武
⻄の原っぱと森の会と連携した⾥⼭の保全・再⽣に取り組んでおり、当法⼈は、プロジェクト
の実施において、以下のような⽀援を⾏った。

・プロジェクトコンセプト・⽬標設定⽀援
・取組（MS&AD グループと原っぱと森の会の連携による活動）の企画⽀援
・取組の開催⽀援（資機材の準備、市⺠団体との連携調整⽀援、イベントの運営補助、説明

資料の作成等）

2) ⾃然を活かした地域づくり等に関する調査、研究
戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）研究開発テーマ e-1「魅⼒的な国⼟・都市・地

域づくりを評価するグリーンインフラに関する省庁連携基盤」のテーマ 5「グリーンインフラ
の導⼊・管理技術の開発」の 3 つの実証フィールドのうち、印旛沼流域での研究に参加するこ
ととし、⽀援メンバーに加わるとともに、各種会議や現地調査に参加した。
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3) ⾃然を活かした地域づくりに関するプラットフォームづくりに関する検討⽀援
千葉県印⻄市において、印⻄市内で活動する⾥⼭保全活動団体や市⺠、関⼼のある企業など、

多種多様な主体の連携を図り、印⻄市の⾥⼭における、「⽣物多様性」、「⽔循環」等のグリーン
インフラ機能の保全・活⽤に向けた管理体制を構築し、地域活性化に資するため、協議会の設
置を⽬指して準備会を⽉ 1 回程度開催し、その事務局を務めた。

印⻄市では、グリーンインフラの保全・活⽤に向けた管理体制を構築するため、企画提案型
協働事業の指定テーマとして「⾥⼭の⽔循環と⽣物多様性の保全及び地域活性化のための官⺠
連携事業」を募集し、市内の市⺠団体３団体と共同で提案した結果、令和７年度の事業として
採択された。

4. 収益事業（共益的事業）
1) ⾃然を活かした地域づくり等に関する研究⽀援

戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）研究開発テーマ e-1「魅⼒的な国⼟・都市・地
域づくりを評価するグリーンインフラに関する省庁連携基盤」のテーマ 5「グリーンインフラ
の導⼊・管理技術の開発」の 3 つの実証フィールドのうち、印旛沼流域での研究において、印
旛沼流域におけるグリーンインフラの実装を推進するため、地域のニーズを把握するとともに、
推進にあたっての体制や連携のあり⽅を検討するものとして、「令和 6 年度グリーンインフラ実
装に向けた地域連携のあり⽅検討業務」を受託・履⾏した。具体的には地域関係者との意⾒交
換会（座談会）を企画・運営するとともに、地域主体との連携のあり⽅の検討を⾏った。
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ＮＰＯ法人亀成川を愛する会

2024 年度通常総会議案書 

日時 2025年４月 20日（日） 

 午後 1時 30分～3時３０分 

会場 牧の原地域交流センター 

 

 

 

 

 
 

議案書 第１号議案 2024年度事業報告 

第 2号議案 2024年度決算報告書 

第 3号議案 2025年度事業計画書案 

第 4号議案 2025年度予算案 

資料  2024年度 事業別参加者数 

2024年度 協働事業「市民参加で守る別所谷津公園の谷津の生態系」事業報告 

2024年度 アメリカザリガニ駆除結果表

2025年度 活動予定表 
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はじめに 

 2024 年から 2025 年にかけての冬は例年になく雨が少ない乾燥した季節となりました。

世界各地では山火事が大発生し、日本でも大災害となりました。ここ印西でも、雨が降らなか

ったため、各所で谷津のみよ（台地から雨が染み出てくる斜面林下の水路）が枯れました。 

絶滅危惧種のニホンアカガエルは、冬の寒い時期に冬眠から目覚めて、1月中旬頃から谷津

のみよなどに産卵するのですが、この冬は、3月初旬になってもニホンアカガエルの産卵が見

られないという事態となりました。けれども 3月になって雪が降り、雨も降って、やっとニホ

ンアカガエルの産卵が開始となり、恒例の卵塊調査では、通常より多くの数をカウントしまし

た。これは、一気に産卵したため、調査日がサギやイタチなどに食べられる前となって、多く

が残っていたためと考えられています。 

ニホンアカガエルは 1 匹のメスが 500個くらいの卵の塊を生みます。冬季湛水の田んぼに

は数十の卵塊が見られましたが、オタマジャクシになる頃には、ほとんど姿が見られなくなり、

ぴょんぴょん飛べる成体になるのは、ほんの 1 匹か 2 匹もいればいいと言われています。あ

の数の卵はどうなったのか、生きものの世界は厳しいと実感させられます。もちろん、昨今の

世界情勢や社会情勢では、ニンゲンの世界も非常なことだらけですが。 

気候変動により、気象が激しく変動する状況では、生態系が変化し、その変化においついて

いけない生きものは滅びます。たとえば、かつてはカエルといえばトウキョウダルマガエル（い

わゆるトノサマガエル）が主流でしたが、その姿がほとんど見られないのです。ほんの 5年ほ

ど前までは印西にはいなかったヌマガエル（犬の悲鳴のような変な声が聞こえませんか）が、

西日本から北上して激増しているため、トウキョウダルマガエルの生息環境が奪われているの

ではないかと危ぶんでいます。私達も夏の酷暑の中での活動を控えなくてはならない状況とな

っているのです。 

印西市は里山に恵まれた美しいまちですが、いま 

だに開発が続き、無機質な企業の箱が並び、市街化 

調整区域もあっという間に住宅に変わっています。 

自然と都市が共生するまちこそ住みやすいまちだと 

願って活動を続けていますが、ここ 15年、里山の 

生態系の環境は悪化し続けています。 

一方でニンゲンに余裕がない社会では、なかなか 

他の生きものにまで目が届かないのも事実です。生 

きものを守りたいとこの会に参加した会員も老齢化 

が進んでいます。自然は好きだけど、保全活動の暇 

はないという人たちも多いでしょう。 

里山活動は自然に親しむよい機会ですし、筋力ア 

ップやストレス解消、フレイル予防には役立ちます。 

このような里山保全活動の長所をどのように PRし 

て、自然保護を目的とする活動との乖離を埋めてい 

くか、この会の大きな課題です。多くの人達の参加 

や意見をお待ちいたしております。 ＮＰＯ法人亀成川を愛する会 理事長 小山 尚子 
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第１号議案 202４年度事業報告 

 2024年度から、別所谷津公園の水辺のうち、一番下の谷津に当たる別所緑地の湿地において、印西

市と協働で「市民で守る別所谷津公園の谷津の生態系」事業に取り組みました。周辺の再開発により、

環境が激変し、水環境が大きく劣化している現状を踏まえ、生きものの生息・生育環境を復元すること

を目的として、例年よりも綿密な各種調査を実施しました。ワークショップなどを開催して、緑地と呼

んでいる湿地を対象に、市民が楽しく参加できる保全活動の在り方を模索しました。 

 また、助成金をいただいている企業や近隣の企業から、企業ボランティアを受け入れ、里山保全活動

の体験イベントを開催しました。 

 活動内容については、ブログやフェイスブックにアップしていますが、さらに詳しい情報共有が必要

だとの意見に基づき、クラウド上に、会員専用の情報提供場所を設けました。 

１ 河川と流域 保全・再生事業 

（１）亀成川（千葉県河川・海岸アダプト事業）

幅１ｍの小川だった亀成川が、千葉ニュータウン造成による雨水量を引き受けるため、大幅に拡幅工

事されることに意見して、2010年に結成した当会は、工事についての要望を出すとともに、工事中の

生きもの救出や工事後の生きものの生息環境維持のための再生・保全作業を実施してきた。 

拡幅工事前は、両岸の農家さんが川を掘り上げて手入れしていたが、大きく深くなった川の管理は千

葉県へと移り、絞り水から流れ出る砂や周辺の造成による造成土が川の真ん中に積もり、流路が狭く急

流となったため、近年は、あみだくじ作戦と称して、川の流れに垂直な流路を掘ることにより対応して

きた。2024 年度も引き続き実施したが、手作業による流路作りは限界があり、今後の活動について

は、検討することとなっている。 

１ 川の中ほどに造成土などがうず高く積もり、狭く急流になった川について、生きものの休息場所

や産卵環境を守るために、中州に流路を掘るあみだくじ作戦を実施した。 

２ 印旛沼から田んぼへの用水路を経由して入り込んできた特定外来生物のナガエツルノゲイトウ

が、当会が河川改修後に再移植したコウホネの繁殖を阻害している場所について、ホタルの里ク

リーン作戦として、印西市と協働して駆除を実施した。（美しい手賀沼を愛する市民の連合会と

共催）

３ 2011年から実施している亀成川の生きもの定例モニタリング調査を2回実施した。そのほか、

適宜生きもの調査、水質調査等を実施した。 

（２）流域の谷津

亀成川の上流域の枝谷津は、そのほとんどが耕作されなくなっており、生物多様性が急激に劣化し

てき 

ている。とりわけみよ（水路）の消失により、ニホンアカガエルの産卵場所やホタルの生息環境がな

くなり、里山の生きものは危機的状況にあることから、枝谷津のみよ掘りなどを実施したが、これに

ついても当会の力だけでは劣化を止めることができず、引き続き大きな課題となっている。 

１ ヘイケボタルが見られた谷津について、農家の協力を得て、みよ掘りをした。

２ 印西中下から根郷会館までのみよに捨てられていたごみを集めた。また、和田戸谷津に放置され

た大型ごみについても運んで、クリーン推進課に収集をお願いした。 

３ 印西市のホタル調査等に協力し、鉄塔下に新たに掘られた水路のアメリカザリガニを駆除した。 
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2 谷津に親しむ公園作り事業 

（印西市協働事業、印西市公園美化活動事業、千葉県河川・海岸アダプト事業） 

別所谷津公園と別所緑地及び古新田川防災調節池からなる別所谷津公園の水辺は、谷津に親しむ公園

作り事業として、谷津の水環境を決定する台地の雑木林の手入れ、かつてのそうふけっぱらの原っぱを

残す草地の手入れ、水辺の在来種の生息・生育環境を破壊する外来種駆除とかつての沈水植物の再生復

活植栽を実施した。下池の生物多様性豊かだった環境をとりもどすため、大々的な竹伐採を実施した。

2024年度は印西市との協働事業として、別所谷津公園の水辺の一番下の湿地を、市民参加で楽しむ保

全活動を目指して、保全方法などを検討した。 

（１）別所谷津公園池

１ アメリカザリガニ駆除を引きつづき実施するとともに、駆除の後継者育成のためのアメリカザ

リガニ駆除体験などを実施したが、成果を得るにはいたっていない。

２ ギル釣りによる駆除を実施した。 

３ 斜面の雑木林のヤマユリやホタルカズラを保全するため、西側の草刈りを実施した。 

（２）下池(古新田川防災調節池) の生きものの生息・生育環境の確保

１ 池の周囲の再開発と再造成によって流入してきた造成土などの影響により、絶滅が推測される沈

水植物については、トンボ保護容器で取り置き栽培していたササバモなどの沈水植物を増やし

て、今後の池の沈水植物の復活を目指し、池の岸辺のシノダケやタケを伐採した。 

２ 湧水の流入している場所については、水辺の生態系を取り戻すため、日光遮断している張り出し

た木を伐採した。また、東側の岸において、密になっているタケとシノダケを除伐した結果、タ

ケとシノダケに隠れていたヤマザクラやイヌシデが出現し、昔の谷津の斜面の風景が現れた。

３ 大量に繁殖しているコイの駆除に挑戦し、投網や釣りを実施したが、成果がなかった。 

４ アメリカザリガニ駆除を継続実施した。

（３）下池周辺の雑木林、斜面林

１ 2023 年度まで 3 年間実施した森林・山村多面的機能発揮交付金事業により、明るい雑木林が

出現しており、その環境維持のための下草刈りやタケ除伐を実施した。 

２ 落ち枝や集草、落ち葉を集めるカブトムシのゆりかご作りや枝で作るフクロウクラフトなどの保

全作業体験型のイベントを実施し、市民参加を促した。 

（４）馬込原

１ 草地性植生を維持するため、年に 2 回の草刈りを実施した。近隣企業からのボランティア作業

で、セイタカアワダチソウやクズの除伐を実施した。 

２ 水辺の生きものの環境を改善するため、侵入してきたタケ除伐を実施し、草地面積を増やすとと

もに、一部池とつなげた。 

（５）緑地

 印西市（都市整備課及び環境保全課）との協働により、「市民参加で守る別所谷津公園の谷津の

生態系」事業を実施した。 

【事業の目的】 

ホタルやトンボの保全を目指して活動している別所谷津公園の水辺の一番下の湿地（緑地）が、

活動にもかかわらず芳しい結果を得られていないため、専門家や市民団体の知恵を借りて保全方法

を検討するとともに、市民も参加しやすい保全環境の整備を図る。また印西市において生物多様性

の劣化の最前線にある谷津の生態系を市民で守る機運を高める。 

１ 関連事業として「谷津の生きもの探検隊シリーズ」と題して、日本トンボ学会の苅部博士を招

いてトンボ見学会を実施し、水辺の生きもの観察会を二回実施した。
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２ 専門家によるトンボ・ホタル・その他の昆虫、底生生物の詳しい調査を実施し、保全方法など

について、助言を得た。 

３ ホタルの専門家との意見交換会や市民参加による意見交換会を緑地見学とワークショップ方式

により実施し、市民が楽しめて参加のしやすいイベントの開催に努めた。 

４ 湿地維持のためには、草刈りと繁茂しつつあるヤナギの伐採が必須であることから、草刈り、

伐採を実施した。集草が検討となっている。 

５ 南側の土手については、草刈りとクズ取り、集草に力を入れた。 

６ アメリカザリガニ駆除を引きつづき実施するとともに、後継者を育てる努力をしたが、いまだ

成果がない。 

７ 谷津の探検隊結果 

（６）トンボレンジャーの育成

生きもの観察会やトンボ保護容器保全体験、アメリカザリガニ駆除体験、竹わな工作など、事業計

画にあるものはすべて実施したが、育成にはいたっておらず、今後の検討課題となっている。 

（７）滝野草地

草地保護のため、都市整備課と草刈りの時期や方法について、協議した。 

3 生きもの田んぼ事業 

（１）生きものいっぱいの田んぼビオトープ作り

１ 別所谷津公園の水辺に続く榎戸谷津において、カエルやホタルなどの谷津の生きものの生息環境

を維持するため、田んぼを耕作し、みよ掘り、冬季湛水を行った。その結果、ニホンアカガエル

の産卵が増えた。 

２ 田んぼ周辺の斜面林の草刈りや川の砂上げなど、谷津の環境を整備した。 

（２）無農薬、天日干しの米作り

１ 雑木林で除伐した竹を炭にして田んぼに入れるなどして無農薬栽培につとめた。 

２ 手植えによる田植えや手刈による稲刈りなど米作り体験を実施した。 

３ 近隣で除伐した竹でおだを作り、天日干しとし、収穫祭として釜炊きのお米パーチーで食した。 

４ わらを利用した秘密基地作りやしめ飾り作りなど、お楽しみ企画も実施した。 

５ 米作りについては、無農薬で実施するためには、暑い時期の草取りが必須であるが、暑さが厳し

かったこともあり、一部の会員を除いて、草取りの協力を得ることができなかったので、今後の

月日 内容 参加者数 
参加人数
（会員）

月日 内容 参加者数 

5月26日 トンボ見学会 38 4

6月1日 ゲンジボタル観察会 37 11

6月22日 水辺の生き物観察会 18 4

7月14日 ヘイケボタル観察会 51 10

7月27日 アメザリ駆除のための竹筒工作 15 8

8月4日 亀成川生き物観察会 25 7

9月28日 秋の鳴く虫観察会 13 6

10月20日 ホタルの谷津のクリーン作戦 9 8

11月3日 ホタルの谷津の見学とワークショップ 14 9
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大きな検討課題となった。草が茂った田んぼでは、機械による刈り取りができなかったため、

AWSのボランティア参加が大きな力となった。 

４ 調査事業 

１ 亀成川の生きもの定例モニタリング調査、ホタル調査及びニホンアカガエルの卵塊調査、印西市

と協働による水質調査を実施した。 

２ 「市民参加で守る別所谷津公園の谷津の生態系」事業において、トンボ調査、ホタル調査、底生

生物調査、昆虫調査を実施した。 

５ 啓発・学習事業 

（１）保全体験型イベントと観察会

市民参加については、作業のハードルを下げるなどの工夫をして、なるべく多くの活動に市民参加を促

すよう工夫をしたが、参加が尻すぼみ状態なので、さらなる工夫を要する。 

１ 裏庭散歩シリーズ２回（オカリーナ演奏・落ち枝でクラフト作り）を実施し、企業ボランティア

の参加者（子供）には竹の輪投げを実施した。 

２ 印西市との協働事業の連携事業として、神奈川トンボ調査・保全ネットワークと連携して、トン

ボ、の観察会を実施した。 

３ 我孫子野鳥を守る会の協力により、冬鳥の観察会を実施する予定だったが、雨天中止となった。 

４ 恒例のニホンアカガエル卵塊探しと冬の生きもの観察会、川の生きもの観察会、水辺の生きもの

観察会、秋の鳴く虫観察会を実施した。雑木林の保全体験や田んぼでは随時観察会を実施した。 

（２）トンボレンジャー

観察会やアメリカザリガニ駆除体験や罠にする竹筒工作のイベントを実施した。 

５ 協働・連携・支援事業 

（１）印西市、他の市民団体など主催の啓発イベント協力

印西市が主催する印西環境フェスタに参加し、いんざい自然探訪に協力した。 

（２）印西市と協働

１ 亀成川の生きもの調査、水質調査、湧水の水質調査、ナガエツルノゲイトウ駆除を継続した。 
２ 印西市（都市整備課及び環境保全課）との協働により、「市民参加で守る別所谷津公園の谷津の

生態系」事業に取り組んだ。 

（３）連合会等への参加

１ 千葉県ボランティア協議会等のボランティア受け入れや印西市市民活動支援センター募集のボ

ランティア受け入れに応募し、ボランティア参加を受け入れた。

２ 美しい手賀沼を守る市民の連合会、手賀沼流域フォーラム、神奈川トンボ調査・保全ネットワー

ク、全国ブラックバス防除市民ネットワーク、ちば里山センターなどと連携を継続した。

３ 印西市との協働事業の一環として、NPO 富里のホタルのフィールド見学や意見交換会、ワー区

ショップを実施して、ホタルの生息環境改善のための助言を得た。

6 広報事業 

１ 自治体や市民団体等の実施するイベントにおいて、パネル参加した。 

２ 活動イベントのお知らせちらしの近隣各戸配布、小学校配布（スクリレ配信）を実施した。 

３ ホームページ、フェイスブック、ブログ、インスタグラムを随時更新した。
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第２号議案 202４年度決算報告 

科　目 予算（A） 決算（B） 差異（B-A） 主な内容

Ⅰ経常収益

1.受取会費

　正会員受取会費 115,000 124,000 9,000
家族会員17世帯、個人会員35人（学生会員含まず削除）、団体会員1

団体

　賛助会員受取会費 13,000 15,000 2,000

2.受取助成金 130,000 731,432 601,432
印西市協働事業601,344円,美手連112,088円、手賀沼流域フォーラム

18,000円（冬鳥の観察会天候不順の為中止）

3.受託事業収益 1,427,473 844,129 -583,344 AWS676,129円・千葉環境再生基金168,000円

4.受取寄付金 300,000 581,194 281,194 各行事参加講師、助成事業等人件費・交通費からの寄付など

5.その他の収益 50,000 81,981 31,981 イベント（回）の参加者からの参加費など

6.行政から物品等受贈益 11,000 11,000 印西市交流センター会議室使用料

6．受取利息 165 165

合　計 2,035,473 2,388,901 353,428

Ⅱ経常費用

1.事業費

 臨時雇い　 268,000 2024年経理処理として、交通費等で処理 .

　諸謝金 696,000 721,000 25,000 講師料　AWS・環境・協働で655,000円支払

　印刷製本費 58,400 55,530 △2,870 チラシ印刷5回

　燃料費 18,450 14,467 △3,983 刈払機や竹粉砕機のガソリン燃料

 消耗品・材料費 284,000 383,321 99,321 ポンプや高所樹木伐採・竹用鋸などの購入

 修繕費 5,000 34,656 29,656 ベッジトリマー修理や刈払機の修理と部品購入

　賃借料 41,300 51,100 9,800 倉庫地代・軽トラック19回借りる。竹の粉砕機@19,800×2回

　旅費交通費 224,000 635,056 411,056

講師、印西市外からの作業参加会員に一部実費交通費支給。作業参加者及び竹粉

砕参加者へ延425回分、理事会参加延83回支払。また、AWSで人件費を190,000

円交通費で支払しその全額支払金を寄付金に計上

　保険料 40,000 22,798 △17,202 保険料支払い

減価償却費 12,366 12,366 0 2023年12月に物置を購入。15年償却で今年度12か月分償却

　雑費 70,000 193,888 123,888
チラシのポスティング委託料4回80,668円、チラシ作成費60,000円、

振込手数料や活動時の茶菓子など

事業費計 1,717,516 2,124,182 406,666

2.管理費

　印刷製本費 10,000 5,021 △4,979 トナー代

　通信運搬費 7,900 5,880 △2,020 切手代など

　事務手当 184,000 210,000 26,000
事務手当は会費の50％62,000円、助成金事務費約10％148,000円を原

資に支払い
　旅費交通費 10,000 16,642 6,642 県庁・法務局東への交通費

　渉外費 30,000 8,729 △21,274 協力農家などの渉外費

　消耗品費 10,000 5,902 △4,098 事務用品

　加盟団体会費 8,000 8,000 0 美手連・千葉里山センター会費

　会議費 10,000 12,941 2,941 会議の茶菓や弁当代など

　賃借料 11,000 11,000 牧の原交流センター会議室使用料1時間当たり250円で44時間使用

　その他雑費 5,000 28,421 23,421 不動産登記簿謄本取寄せ、振込手数料、施餓鬼供養の志など

管理費計 274,900 312,536 37,636

合　計 1,992,416 2,436,718 444,302

当期経常増減額 43,057 47,817

前期度繰越金 754,267 754,267 0

次期繰越金 797,324 706,450 0

第2号議案　2024年度決算報告　　　　　　　　
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第３号議案 2025年度事業計画案 

 今年度は、昨年度に引き続き、別所谷津公園の水辺のうち、一番下の谷津に当たる別所緑地の湿地に

おいて、印西市と協働で「市民で守る別所谷津公園の谷津の生態系」事業に取り組みます。さらに、①

別所緑地の湿地において、市民参加しやすい安全な作業環境を作る、②劣化が進む印西市の谷津におい

ても保全活動の促進を図る契機とする、を目的として、「谷津の生態系保全のための観察路、作業路の

整備事業」を、印西市まちづくりファンドに申請します。 

 また、近隣の家族参加が多く、人気がある生きもの田んぼ作り事業については、企業ボランティアの

協力も得て、継続します。 

１ 河川と流域 保全・再生事業 

（１）亀成川（千葉県河川・海岸アダプト事業）

幅１ｍの小川だった亀成川が、千葉ニュータウン造成による雨水量を引き受けるため、大幅に拡幅工

事されることに意見して、2010年に結成した当会は、工事についての要望を出すとともに、工事中の

生きもの救出や工事後の生きものの生息環境維持のための再生・保全作業を実施してきました。 

拡幅工事前は、両岸の農家さんが掘り上げて手入れしていた川ですが、大きく深くなった川の管理は

千葉県へと移り、絞り水から流れ出る砂や周辺の造成による造成土が川の真ん中に積もり、流路が狭く

急流となったため、昨年までは中州を掘って流れに垂直な水路掘りを実施してきてるが、手作業による

流路作りは限界があり、方法、時期等、検討することとします。 

川を守る後継者を育てます。 

１ 川の中ほどに造成土などがうずたかく積もり、狭く急流になった川については、当会による手作

業の保全管理には限界があるため、在来種がまだ多く残っている亀成川の生態系を維持する上で、

今後の大きな検討課題となっている。今年度については、実施時期や実施場所、実施方法につい

て、あらためて検討する。 

２ 印旛沼から田んぼへの用水路を経由して入り込んできた特定外来生物のナガエツルノゲイトウ

が、当会が河川改修後に再移植したコウホネの繁殖を阻害している場所について、ホタルの里ク

リーン作戦として、印西市と協働して実施する。（美しい手賀沼を愛する市民の連合会と共催） 

３ 2011 年から実施している亀成川の生きもの定例モニタリング調査を 2 回実施し、そのほか、

適宜生きもの調査、水質調査等を実施する。 

４ 子どもたちに亀成川に親しんでもらい、将来の後継者を育てるため、川ガキ育成事業として、川

の定例モニタリングの際に、家族向けのガサガサによる観察会を同時実施する。 

（２）流域の谷津

亀成川の上流域は、枝谷津ばかりか、河岸の田んぼまで、そのほとんどが耕作されなくなっており、

生

物多様性が急激に劣化してきています。夏の夜にカエルの声が聞かれない谷津には、ときおり、ただ

一種類増え続けているヌマガエルの声が聞かれる。ニホンアカガエルの産卵場所やホタルの生息場所

だけでなく、トウキョウダルマガエルなどについても調査を検討する必要があります。 

１ ヘイケボタルが見られた谷津について、農家の協力を得て、みよ掘りをする。

２ 亀成川上流部のアカガエル産卵場所の池が消失している場所など、竹除伐やみよ掘りをする。 

３ 生きもの調査について検討する。 
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2 谷津に親しむ公園作り事業 

（印西市協働事業、印西市公園美化活動事業、千葉県河川・海岸アダプト事業） 

別所谷津公園と別所緑地及び古新田川防災調節池からなる別所谷津公園の水辺は、谷津に親しむ公

園作り事業として、谷津の水環境を決定する台地の雑木林の手入れ、かつてのそうふけっぱらの原っ

ぱを残す草地の手入れ、水辺の在来種の生息・生育環境を破壊する外来種駆除、沈水植物の再生復活

植栽を実施しています。 

2024年度から実施している印西市（都市整備課及び環境保全課）協働事業「市民参加で守る別所

谷津公園の谷津の生態系」を引きつづき実施し、市民参加を増やすため、昨年の谷津の探検隊の名称

を改め、保全体験を追加したホタルの里山生きもの探検隊を募集します。 

別所緑地の湿地は、作業するには困難が伴うので、市民が安全に保全参加できるよう、「谷津の生態

系保全のための観察路、作業路の整備事業」を、印西市まちづくりファンドに申請します。 

（１）別所谷津公園池

１ アメリカザリガニ駆除を引きつづき実施するとともに、駆除の後継者育成や、効果的な駆除の時

期など、調査検討する。 

２ ギル釣りによる駆除も行う。コイ駆除も実施する。 

３ 斜面の雑木林には、ヤマユリやホタルカズラが見られる西側の草刈りを実施する。 

（２）下池(古新田川防災調節池)

１ 池の周囲の再開発と再造成により、流入してきた造成土などの影響により、池では絶滅が推測さ

れる沈水植物について、トンボ保護容器で取り置き栽培していたササバモなどの沈水植物を増や

して、今後の池の沈水植物の復元を目指す。  

２ ２０２４年度に実施した竹除伐とシラカシ伐採を継続し、斜面林の植生を回復させ、池→雑木林

→草地からなる生きものの生息環境を確保する。

３ ２０２４年度に引き続き、繁殖しているコイの駆除を実施する。 

４ アメリカザリガニ駆除を継続実施するとともに、後継者を育てる。

５ 富栄養化を防ぐための伐採、池に落ちた枝や葉の引き上げを検討する。 

（３）下池周辺の雑木林、斜面林

１ 下草の適切な管理と竹の除伐、常緑樹の伐採などにより、雑木林の適切な管理を行う。 

２ 保全作業体験型のイベントを実施し、落ち枝や集草、落ち葉を集めるカブトムシのゆりかご作り

で市民参加を促す。 

（４）馬込原

１ 草地性植生を維持するため、年に 2回の草刈りを実施し、元の地面が出るくらい熊手かきによる

集草を実施する。 

２ 種を採取し、草地性植物の繁殖に務める。 

３ 侵入していきている竹を除伐する。また、繁茂しつつあるマツについても枝打ちや間引きにより、

明るい草地を確保する。 

（５）緑地

２０２４年度に続き、印西市（都市整備課及び環境保全課）との協働により、「市民参加で守る別所

谷津公園の谷津の生態系」事業を実施するとともに、市民参加がしやすい観察路、作業路を整備するた

めのまちづくりファンドの最終審査に臨む。 

【事業の目的】 

ホタルやトンボの保全を目指して活動している別所谷津公園の水辺の一番下の湿地（緑地）が、活動

にもかかわらず芳しい結果を得られていないため、専門家や市民団体の知恵を借りて保全方法を検討す

るとともに、市民も参加しやすい保全環境の整備を図る。また印西市において生物多様性の劣化の最前

線にある谷津の生態系を市民で守る機運を高める。 

１ 関連事業として「ホタルの里山生きもの探検隊シリーズ」と題して、保全体験を含めた観察会を
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実施し、緑地の魅力を伝えるとともに保全活動への参加を促す。 

４月 26日（土） ホタルの里山の探検とホタルを守るごみ拾い

5月 3日（土）  春の花の観察会と保全体験（セイタカアワダチソウ引っこ抜き大会） 

5月 31日（土）  ゲンジボタル観察会 

6月 28日（土）  トンボ観察会とトンボ保護容器の保全体験 

7月 26日（土）  ヘイケボタルと夜の里山の生きもの探検 

7月 21日（月）  アメリカザリガニ捕り 

10月 25日（土） トンボ観察会と保全体験 

11月 9日（日）  ホタルの谷津のごみ拾いとアメリカザリガニ罠作り 

3月 14日（土） ニホンアカガエルの卵塊探しと冬の生きもの観察会

２ 昨年度の協働事業によって、専門家や市民団体から得られた知見により、詳しいゾーニングマッ

プを作り、保全活動を実施する。 

３ アメリカザリガニ駆除を引きつづき実施するとともに、後継者を育てる。

（６）トンボレンジャーの育成

１ トンボなどの里山の生きものに関心を持つ家族を募集し、保全活動参加を促す。

２ ノウサギノハラに設置しているトンボ保護容器（44 個）とコオイムシ小谷の容器（10 個）に

ついて、観察会を兼ねて、管理する。 

３ アメリカザリガニ駆除の体験を兼ねて、竹のわな工作を実施する。

（７）滝野草地

草地保護のため、都市整備課の草刈りとは別にとりわけ保全度の高い場所について、草刈りを実施

する。 

3 生きもの田んぼ事業 

（１）生きものいっぱいの田んぼビオトープ作り

１ 谷津の生きものを守るため、別所谷津公園の水辺に続く榎戸谷津において、田んぼを耕作し、み

よ掘 

りをすることによって、カエルやホタルの生息環境を維持する。 

２ 田んぼ周辺の斜面林の草刈りや川の砂上げなど、谷津の環境を整備する。 

３ 緑地のメダカ田んぼの維持と草刈りを担当する。 

（２）無農薬、天日干しの米作り

１ 雑木林で除伐した竹を炭にして田んぼに入れるなどして無農薬栽培の米作りを体験する。 

２ 一部手植えによる田植えを実施し、草取り、水管理などを会員で分担して、田んぼの米作り体験

をする。 

３ 近隣で除伐した竹でおだを作り、天日干しとし、収穫祭としてお米パーチーで食する。 

４ 田んぼ活動に際しては、以下の「生きもの田んぼで米つくり体験」を実施することによって、新

たに参加者を募集する。 

４月２９日 代掻きと泥ﾘﾝﾋﾟｯｸ 

５月５日 田植え 

５月１８日 草取りとカエル捕り競争 

９月２０日・２１日 稲刈りとバーベキュー 

１１月２３日 収穫祭と秘密基地作り 
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４ 調査事業 

１ 亀成川の生きもの定例モニタリング調査、ホタル調査及びニホンアカガエルの卵塊調査、印西市

と協働による水質調査を実施する。流域の劣化を記録するため、その他の生きものについても調

査を検討する。 

２ 活動のあいまに出会った生きものについては、写真撮影をして、調査記録としてまとめる。 

５ 啓発・学習事業 

（１）保全体験型イベントと観察会

市民参加については、作業のハードルを下げるなどの工夫をして、なるべく多くの活動に市民参加を促

す。 

１ ホタルの里の生きもの探検隊

２ 生きもの田んぼの米つくり 

３ 我孫子野鳥を守る会の協力により、冬鳥の観察会を実施する。 

４ 亀成川夏休み生きもの観察会については、酷暑により見合わせることとし、川のモニタリングと

同時にガサガサによる生きもの観察会を実施する。 

５ 協働・連携・支援事業 

（１）印西市、他の市民団体など主催の啓発イベント協力

 印西市が主催する印西環境フェスタに参加し、いんざい自然探訪に協力する。また、多様な市民

団体と協働し、活動の幅を広げる。 

（２）印西市と協働

１ 亀成川の生きもの調査、水質調査、湧水の水質調査、ナガエツルノゲイトウ駆除を継続する。 
２ 印西市（都市整備課及び環境保全課）との協働により、「市民参加で守る別所谷津公園の谷津の

生態系」事業を継続する。 

（３）連合会等への参加

１ 千葉県ボランティア協議会等のボランティア受け入れや印西市市民活動支援センター募集のボ

ランティア受け入れに応募する。

２ 美しい手賀沼を守る市民の連合会、手賀沼流域フォーラム、神奈川トンボ調査・保全ネットワー

ク、全国ブラックバス防除市民ネットワーク、ちば里山センターなどと連携を継続する。

6 広報事業 

１ 自治体や市民団体等の実施するイベントにおいて、パネル参加を継続する。 

２ 活動イベントのお知らせちらしの近隣各戸配布、小学校配布（スクリレ配信）を継続する。 

３ 地域新聞へのチラシの折り込みによる広報宣伝を実施する。 

４ ホームページ、フェイスブック、ブログ、インスタグラムを随時更新する。
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第４号議案 2025年度予算案 

正会費収入 132,000
現在、個人会員35人,家族会員17世帯、団体会員1団体加入　正会員費合計124,000

円+本年度新規加入見込み　家族会員2家族6,000円+個人正会員1人2,000円

賛助会費収入 13,000 現在賛助会員数10人10,000円+本年度新規加入見込3人3,000円

受託事業 1,068,804 印西市協働事業・美手連「ホタルの里クリーン作戦」･流域フォーラム「冬鳥の観察会」

助成金 1,106,582 AWS・印西市協働事業・千葉県環境財団から環境再生基金・ちば里山センター

寄付 480,000
AWS人件費160,000・協働人件費等300,000・環境再生基金の交通費の一部20,000

円

補助金

その他に収益 50,000 イベント参加者に参加費を徴収

計 2,850,386

臨時雇い

謝金 503,000 協働事業助言、観察会講師謝礼、稲作指導料など

燃料費 25,160 刈払機とチェーンソーの燃料

消耗品・材料 263,420 稲作作業の消耗品、ザリガニ駆除用品や罠の餌など

賃借料 207,200 軽トラックやトラクターや粉砕機のレンタル代

広報費 212,860 チラシ印刷・有料広告掲載・チラシポスティング配布・チラシデザイン料

旅費交通費 828,716 観察会講師、活動参加会員に一部交通費支給

修繕費 14,000 刈払い機・チェーンソーの修理

保険料 195,190
活動参加者の行事保険(熱中症対応）、刈払機やチェーンソー使用者に対する傷害・

賠償保険加入

減価償却費 12,366 倉庫2023年12月購入。15年償却

資機材 0

雑費 50,000 活動時の塩分補給など

事業費計 2,311,912

通信・運搬 20,000
切手購入　110円×50枚　レターパックライト430円10枚　データ通信料の購入な

ど

旅費交通費 20,000 会の公務

消耗品 20,000 事務用品

事務手当 280,000
事務手当は正会員からの受取会費(130,000円）の50％の65,000円と助成金

2,055,386円からの10％の203,000円計270,000円

渉外費 30,000 協力農家との渉外など

団体会費 8,000 美しい手賀沼を愛する市民の連合会　賛助会員会費　千葉里山センターの会費

会議費 20,000 打ち合わせなど

印刷費 20,000 トナーの購入や印刷用紙

雑費 20,000 振込手数料代など

管理費計 438,000

総支出 2,749,912

次期繰

越金
当期経常増減額 100,474

前期度繰越金 706,450

次期繰越金 806,924

収

入

事

業

費

支

出

管

理

費

支

出
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参考 ２０２４年度 事業別参加者数

亀成川と流域の保全
内容 回数 場所 参加者 うち会員

定例モニタリング調査、水質調査、水路掘り、ナガエ
ツルノゲイトウ駆除、ごみ拾い

8回 亀成川 97 60

谷津に親しむ公園作り

ギル釣り、ヨシ刈り、アメザリ駆除 28回 公園池 57 32

明るい池作り、明るい雑木林作りのための伐採、草刈り、
タケ及びシノダケ除伐、カブトムシのゆりかご作り

13回 雑木林、草地 95 53

水生生物保護容器管理、明るい池づくりのための斜面
林の伐採・竹とシノダケ駆除、アメリカザリガニ・コ
イ駆除

29回 池と周辺 167 141

水生生物保護容器管理、草刈り、セイタカアワダチソウ
引っこ抜き、クズ取り、落ち枝始末、アメリカザリガニ駆除

47回 緑地 220 181

生きもの田んぼ作り

種まき、代掻き、畔作り、草取り、草刈り、水位調整、おだ
作り、稲刈り、レンゲ種まき、脱穀、もみすり、精米、冬季
湛水のためのポンプアップ、翌年の準備

57回
生きもの田
んぼ

369 310

調査

トンボ、ホタル、底生生物、昆虫、川の生きもの、川・湧水
の水質調査、雑木林照度、ニホンアカガエル卵塊、野鳥、
植物

52回 126 106

観察会、イベント

内容 参加人数 うち会員

観察会：　トンボ見学会、水辺の生きもの、ホタル、
川の生きもの、秋の鳴く虫、冬の生きもの

9回 235 56

保全体験型イベント：　セイタカアワダチソウ引っこ
抜きとオカリナ演奏、アメリカザリガニ駆除体験、竹
罠作り、ホタルの里のクリーン作戦、雑木林の手入れ
とフクロウ工作、カブトムシのゆりかごつくり

10回

199 123

連携事業
内容 参加人数 うち会員

印西市：いんざい自然探訪、ホタル保全協力、協働事
業のための会議、グリーンインフラ協議会設置準備
会、滝野翔ビオトープ（コイを入れられたため、1回
で中止）

37回 114 74

市民団体・企業：グリーンインフラ若手グループ、企
業、神奈川トンボ調査・保全ネットワーク、NPO富里
のホタル、東京労釣連、AWS等企業

14回 124 74

連合会参加：美しい手賀沼を愛する市民の連合会会議、
手賀沼流域フォーラム、全国ブラックバス防除市民の会

10回 10 10

啓発イベント参加
いんざい環境フェスタ 1回 8 8

多世代で関わる地域の自然in北総花の丘公園 1回 2 2

参加者合計（重複分を除く） 1440 1023
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2024年度協働事業完了報告書 

事  業  名 市民参加で守る別所緑地の谷津の生態系 

事業の目的 

谷津の生態系の残る別所緑地の自然の価値を確認し、より効果的に保

護・保全するとともに、その価値を市民に伝えることによって、保全の

担い手を増やす。 

事業期間 令和６年 ４月 １日  ～  令和７ 年３月 31日 

事業の内容 

計画 実施の状況 

1 当該地域の生きもの調査の実施 

会の直接調査と、専門家調査への

協力 

2 市民が気軽に保全参加できる方

法の検討 

調査結果を踏まえ、見学会、ワ

ークショップ、シンポジウムな

どにより、市民参加で検討す

る。 

１ トンボ、ホタル、底生生物、

その他昆虫について、専門家の指

導により、調査したほか、会員独

自の調査も実施し、それぞれか

ら、緑地の環境整備についての助

言を得た。その結果を踏まえて、

谷津環境整備のたけの細かなゾー

ニングを作成し、次年度の事業と

する。

２ 当該地域を実際に市民に見て

もらうため、谷津の探検隊を募集

し、観察会や保全体験など８回の

イベントを実施し、意見を聞く機

会を設けた。また、ワークショッ

プを実施した結果、市民から率直

な意見を集めることができた。

事業に要する 

経    費 
※詳細については収支決算報告書

６０１，３４４円 ６０１，３４４円 

事業の協力団体 日本トンボ学会、神奈川トンボ調査・保全ネットワーク、NPO 富里ホタ

ルを守る会、手賀沼水生生物研究会

協働のメリット 

事業計画 効果 

1 生態系を守ってまち

づくりという会の目

的が、多くの市民へ

の周知や、市民参加

の活動の増加によ

り、達成できる。 

2 市の後押しにより、

当会の活動への参加

を呼びかけやすくな

る。 

1 生態系を守ってまちづくりという会の目

的は、参加者には周知できた。ただし、

市民参加意欲促進については、まだまだ

途上である。 

2 市の協力により、参加呼びかけについ

て、手段が増え、多くの市民に訴えるこ

とができた。そのことにより、印西市の

緑地の自然の貴重性や市の取り組みにつ

いても PRすることができた。 

事業の周知や評価

の方法 

市民への周知については、イベントごとのちらし配布またはスクリレ配

信により、事業参加を訴えた。 

結果については、行事ごとにフェイスブックやブログなどに掲載した。 

課題 

生態系を守りたいという会の強い想いと自然が好きだという市民の意識

の乖離を埋めて、市民が保全に参加するという行動に移すための工夫が

非常に重要となっている。保護保全を全面に打ち出すのではなく、市民

のニーズがどこにあるか、しっかり探る必要がある。 
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参考 アメリカザリガニ駆除結果 

＊ 駆除したアメリカザリガニは、アメリカザリガニ捕獲のもんどりに入れて、罠の餌として使用しています。 

＊ また、印西では食されていたものです。泥抜きをきちんとして新年会において賞味しました。 

2024年度アメザリ駆除結果

年

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

駆除回数 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 24 83%

駆除数 103 136 195 169 167 119 138 103 115 48 73 98 1464 115%

回平均駆除数 52 68 98 85 84 60 69 52 58 24 37 49 61 139%

オス/メス比率 64% 121% 106% 119% 258% 125% 97% 52% 42% 57% 36% 75%

駆除回数 2 1 1 1 0 2 1 1 1 1 0 1 12 67%

駆除数 75 5 17 18 0 43 43 15 11 14 0 25 266 64%

回平均駆除数 38 5 17 18 0 22 43 15 11 14 0 25 22 95%

オス/メス比率 67% 100% 220% 229% 155%

駆除回数 2 3 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 25 78%

駆除数 76 109 57 77 95 97 91 62 67 62 44 48 885 60%

回平均駆除数 38 36 29 39 48 49 46 31 34 31 22 24 35 77%

オス/メス比率 213% 394% 386% 588% 433% 341% 300% 425% 350% 300% 367% 480%

参考2023年度アメザリ駆除報告

年

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

駆除回数 2 2 2 3 2 3 4 3 2 2 2 2 29 121%

駆除数 104 129 105 175 93 87 167 182 70 24 58 76 1270 110%

回平均駆除数 52 65 53 58 47 29 42 61 35 12 29 38 44 91%

オス/メス比率 133% 102% 142% 180% 304% 273% 281% 70% 61% 50% 41% 42%

駆除回数 3 1 1 1 3 2 0 2 2 1 2 0 18 78%

駆除数 145 26 10 17 51 48 28 25 18 50 418 41%

回平均駆除数 48 26 10 17 17 24 ##### 14 13 18 25 ##### 23 52%

オス/メス比率 123% 700% 153% 400% 92%

駆除回数 3 3 2 3 3 4 3 2 2 3 2 2 32 100%

駆除数 166 175 144 151 160 223 153 82 58 69 46 51 1478 71%

回平均駆除数 55 58 72 50 53 56 51 41 29 23 23 26 46 71%

オス/メス比率 241% 304% 235% 221% 317% 242% 425% 135% 173% 380% 350% 383%

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

年

3166 74%

99 31 32 160 22 45 8 35 98 37 46 15 628

公園池

ウシ玉

100

14 14

参考　2019年度～2022年度駆除数

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

下池 1 1 1 3 7 6 6 25 5,550

公園池 1 11 3 2 17 1,956

緑地 0 1,765

下池 1 5 3 4 1 6 5 4 2 31 5,405

公園池 2 1 1 5 9 722

緑地 1 1 6 8 2,478

下池 1 1 1 1 2 6 1,737

公園池 10 3 4 1 18 725

緑地 0 2,077

下池 1 1 5 1 8 1,022

公園池 1 3 2 1 2 12 1 22 1,158

緑地 1 1 2 2,096

2019

2020

2021

2022

年度 場所
月 ママザ

リ計

年度アメ

ザリ駆除

2023年度駆除総数

下池定置網、公園池

公園池

下池

(手網

含む）

緑地

駆除場所
2023年 2024年

前年度比

公園池

駆除場所
2023年 2024年

累計 前年度比

下池

(手網

含む）

緑地

駆除場所
2024年 2025年

累計
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参考 ２０２５年度活動予定表 （日程は変更される場合があります） 

緑地探検 川 池 田んぼ 雑木林の草刈、伐採

川と流域 田んぼ 調査

川と流域 公園池 下池 雑木林 草地 緑地 田んぼ 調査

4 20 総会

26 緑地探検

29 泥リンピック 代掻き 草地

5 3 セイタカ引っこ抜き 準備 トンボ

5 田植え・18泥ﾘﾝﾋﾟｯｸ 田植え

18 セイタカ引っこ抜き

31 ゲンジボタル観察 ゲンジ

6 7 環境フェスタ

8 川の草刈り 調査準備草刈り

14 田草取、カエル観察会 馬込原

14 調査、ガサガサ 調査、ガサガサ 川

トンボ観察会 調査予備 滝野 トンボ

7

21 アメザリ体験 トンボ

26生きもの ヘイケ

8

トンボ

9 池西 おだ作り

20

21 下池西 稲刈り トンボ

セイタカ穂摘み 緑地西

10 土手

19 調査、ガサガサ 調査、ガサガサ 川

25 調査、ガサガサ予備日 馬込原

11 ９ごみ拾い 土手

23 23秘密基地作り 収穫祭

12 7 ファンド決定 クリーン作戦

雑木林 みよ掘り

1

雑木林 土手

2 1 冬鳥観察会

3 産卵 ｶｴﾙ卵

14 卵観察会 周辺

定例活動日　第1･3日曜、第４土曜

月 日
谷津に親しむ公園作り

イベント

稲刈り、バーベキュー

コ

イ

釣ギ

ル

釣

水

管

理

・

草

取

り

刈

竹

･
 

 

粉

下

草
･
 

 
･
 

 

 

 

シ

ノ

ダ

ケ

・

竹

竹

･
 

 

 

 
 

粉

砕
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2024 年度活動計算書

特定非営利活動法人谷田武西の原っぱと森の会
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2024 年度貸借対照表

特定非営利活動法人谷田武西の原っぱと森の会
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2024 年度財産目録

特定非営利活動法人谷田武西の原っぱと森の会
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